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唐
末
五
代
の
交
、
契
丹
の
一
酋
長
よ
り
身
を
起
し
た
太
祀
阿
保
機
は
、
瞬
時
に
し
て
部
内
を
統
一
し
遼
帝
閨
一
百
除
年
の
隆
昌
の
基
礎
を
つ

く
っ
た
。
太
祀
の
建
國
に
際
し
漢
人
・
漢
文
化
が
如
何
に
典
っ
て
力
あ
っ
た
か
に
就
い
て
は
、
既
に
諸
大
家
も
多
く
論
及
さ
れ
て
い
る
し
、
漢

高
肌
疵
録
・
新
五
代
史
等
に
見
え
る
建
國
説
話
が
端
的
に
そ
れ
を
示
し
て
居
る
。
此
の
説
話
は
從
來
遼
の
建
國
を
論
す
る
場
合
に
は
必
ず
問
題

と
さ
れ
て
來
た
。
今
は
説
話
の
内
容
・
今
日
迄
の
研
究
成
果
等
に
つ
い
て
の
詳
述
は
略
く
が
、
結
局
、
此
れ
は
物
語
・
読
話
で
あ
っ
て
歴
史
事

礎
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
と
云
う
事
に
就
い
て
は
異
論
の
な
い
所
で
あ
り
、
唯
其
の
説
話
を
生
ぜ
し
む
る
に
至
っ
た
背
後
の
雁
史
事
祇
、
此
Ｄ
溌

洪
１

話
の
中
に
ど
れ
丈
の
史
憧
を
包
藏
す
る
か
と
云
う
問
題
に
な
る
と
、
諸
家
に
よ
っ
て
極
糞
異
っ
た
見
解
が
示
さ
れ
て
居
る
。
從
っ
て
阿
保
機
の

肱
２

撮
っ
た
漢
城
に
就
い
て
も
、
溌
河
の
上
源
地
方
と
す
る
溌
と
、
上
京
臨
淡
府
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
宋
白
の
絞
通
典
に
言
う
溌

河
の
上
源
、
今
日
の
澗
石
口
外
の
洩
城
を
全
為
抹
殺
す
る
事
は
出
来
な
い
・
否
此
の
洩
城
の
成
立
は
中
國
と
契
丹
と
の
交
渉
史
上
重
大
な
意
義

晶

駐
３

を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
。
此
の
建
國
説
話
或
は
夙
と
に
東
洋
史
家
の
注
目
を
引
い
て
居
る
頭
下
州
・
私
城
等
は
漢
人
・
漢
文
化
の
契
丹
へ
の

流
入
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
鍛
者
は
先
に
契
丹
の
勃
興
前
後
に
於
け
る
中
國
と
の
關
係
究
明
の
前
論
と
し
て
、
太
租
の
笑
經

陛
４

略
に
就
い
て
考
察
一
種
加
え
た
が
、
本
稲
に
於
い
て
は
、
．
更
に
唐
末
・
五
代
初
期
即
ち
契
丹
勃
興
前
後
に
於
け
る
契
丹
と
中
國
と
の
關
係
を
明
ら

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
閏
と
の
關
保
七
一

’
一
■
■
■
■
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契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
さ
の
關
係
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契
丹
の
勃
典
は
、
唐
の
會
昌
一
初
め
、
躯
外
の
覇
樒
を
握
り
束
蒙
古
の
笑
・
契
丹
を
役
脇
し
て
弧
固
な
支
配
催
制
を
し
い
て
居
た
回
紘
が
、
キ

ル
ギ
ス
に
敗
れ
部
族
四
散
し
た
時
を
以
て
端
紬
と
す
る
。
そ
れ
以
後
光
啓
年
間
に
至
る
迄
の
契
丹
・
笑
・
回
乾
・
唐
を
め
ぐ
る
國
際
關
係
に
就

舵
５

い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
此
庭
で
は
更
め
て
繰
返
さ
な
い
が
、
要
す
る
に
契
丹
は
、
勝
の
勢
力
不
振
、
回
北
の
衰
散
に
乗
じ
て
次
第
に
勢
力
を

増
弧
し
、
成
通
頃
に
は
契
丹
王
習
剛
之
の
下
に
笑
と
手
い
此
れ
を
座
辿
し
、
束
蒙
古
の
覇
惟
を
雄
得
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
會
昌
二
年
幽

州
節
度
使
張
仲
武
の
招
撫
に
よ
り
回
紘
の
印
に
代
え
て
大
唐
の
印
を
受
け
て
よ
り
以
来
の
契
丹
と
中
國
と
の
關
係
を
傳
え
た
も
の
と
し
て
は
、

「
禽
昌
六
年
正
月
契
丹
泄
使
朝
貢
」
（
篠
唐
書
本
紀
、
冊
府
元
蝿
・
外
臣
部
・
朝
武
）
「
戒
通
末
、
其
王
日
習
剛
之
、
湛
土
箱
大
、
累
來
朝
貢
Ｏ
」

（
莊
宗
列
傳
、
冊
府
元
勉
・
外
臣
部
、
群
五
代
史
・
契
丹
仰
）
の
二
つ
の
朝
貢
記
事
を
見
出
す
の
み
で
あ
》
電
朝
貢
が
國
際
親
善
の
爲
め
の
一

手
段
と
し
て
政
治
的
目
的
を
有
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
燈
が
官
貿
易
の
一
型
態
と
し
て
の
經
濟
的
目
的
を
有
し
て
居
た
こ
と
、
朝
武
と
貿
易

は
表
裏
一
僻
の
關
係
に
在
り
朝
貢
の
裏
に
は
常
に
互
市
貿
易
竜
一
成
立
し
て
居
た
こ
と
等
は
、
今
更
改
め
て
繰
返
す
迄
も
あ
る
ま
い
。
而
し
て
先

に
見
た
如
く
、
契
丹
の
朝
貢
が
非
常
に
稀
で
あ
り
、
會
昌
か
ら
中
和
迄
約
四
十
年
間
に
僅
か
に
数
回
を
數
え
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
一
見
契

丹
と
中
國
と
の
交
渉
が
極
め
て
薄
か
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
が
、
果
し
て
そ
う
解
樺
し
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
當
時
の
中
國
内
の
備
況
、
及

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
園
と
の
開
係
七
二

か
に
し
、
以
て
契
丹
勃
興
史
ひ
い
て
は
滿
韮
．
交
渉
異
研
究
の
一
助
と
し
度
い
・

契
丹
勃
興
前
後
に
於
け
る
中
國
と
契
丹
と
の
關
係
は
、
第
一
、
唐
の
會
昌
初
（
八
四
こ
か
ら
成
迩
末
（
八
七
三
）
ま
で
、
第
二
、
光
啓
鰄

（
八
八
五
）
か
ら
契
丹
太
姐
即
位
九
年
（
後
梁
貞
明
元
年
・
九
一
五
）
ま
で
、
第
三
、
契
丹
太
祗
紳
冊
元
年
（
後
梁
貞
明
二
年
・
九
一
六
）
以

後
と
三
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
を
便
利
と
す
る
。
叉
契
丹
へ
の
洩
人
・
淡
丈
化
の
流
入
に
は
、
朝
貢
・
貿
易
、
掠
奪
、
中
鬮
の
戦
凱
に
よ
る
漢

人
の
契
丹
へ
の
亡
入
等
が
具
催
的
に
あ
げ
ら
れ
る
。
以
下
第
二
の
時
期
を
中
心
に
朝
寅
・
貿
易
、
掠
奪
、
亡
入
等
に
つ
い
て
考
究
す
る
。
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幽
州
を
回
收
す
る
よ
り
寧
ろ
此
れ
を
放
世
し
、
‐
澗
力
で
笑
・
契
丹
等
の
防
禦
の
狂
に
當
ら
せ
る
事
を
得
策
と
し
た
。
故
に
笑
・
契
丹
の
朝
貢
の

如
き
も
幽
州
節
度
便
の
意
向
に
依
っ
て
自
由
に
裁
量
せ
ら
れ
て
居
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
此
奴
が
亦
唐
末
に
於
い
て
笑
・
契
丹
に
開
す
る
記
事

の
少
い
所
以
で
も
あ
っ
た
。
然
り
と
す
れ
ば
、
契
丹
の
朝
貢
は
単
に
此
の
數
同
に
止
ら
ず
從
際
幽
州
に
來
た
も
の
は
更
に
多
か
っ
た
と
断
じ
て

誤
り
あ
る
ま
い
。
勿
論
、
雨
者
の
中
間
に
居
て
交
通
路
を
お
さ
え
て
居
た
笑
が
契
丹
・
唐
に
抗
し
て
勢
力
盛
ん
で
あ
っ
た
成
通
頃
迄
は
、
契
丹

・
の
朝
武
も
相
営
不
自
由
な
も
の
で
あ
っ
た
に
は
相
違
な
い
が
、
軍
に
數
側
と
云
ふ
椎
か
な
回
数
に
限
定
す
る
こ
と
は
常
を
得
た
も
の
で
は
あ
る

ま
い
。
災
に
同
書
に
綴
い
て
、

其
毎
歳
朝
賀
。
常
各
遥
數
百
人
。
至
幽
州
則
選
其
酋
堂
一
五
十
人
赴
閥
。
引
見
千
丁
鱗
徳
殿
。
賜
以
金
吊
遜
還
。
餘
栫
駐
伽
館
之
。
率
以
爲

常
。

と
あ
る
如
く
、
笑
。
契
丹
の
朝
武
に
は
普
通
数
百
人
の
者
が
幽
州
に
來
り
、
幽
州
節
度
使
は
彼
等
駈
幽
州
に
駐
せ
し
め
、
其
中
の
酋
長
二
一
・
五

、

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
園
と
の
閥
係
七
三
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口

智
爾
之
に
次
い
で
契
丹
王
と
な
っ
た
の
は
欽
徳
で
あ
る
。
（
遼
史
の
痕
徳
董
可
汗
、
彼
は
遼
史
に
よ
る
と
唐
の
天
復
元
年
に
契
丹
可
汗
の
位

に
即
い
た
様
に
な
っ
て
居
る
が
、
此
れ
は
遼
史
の
作
爲
で
あ
る
こ
と
醜
に
指
摘
せ
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
）
ｏ
薑
五
代
史
華
↑
契
丹
傳
に
は

光
啓
中
。
北
〈
王
沈
丹
（
趣
率
の
）
者
。
乘
中
原
多
故
北
逢
無
備
。
途
蕊
食
諸
郡
（
燕
密
細
蝉
韮
は
）
。
達
糎
・
笑
・
室
章
之
脇
成
被
甑
役
。
族
帳

〃
寝
盛
。
有
時
入
透
。

と
あ
る
如
く
、
彼
は
光
啓
中
（
八
八
五
’
七
）
に
は
契
丹
王
で
あ
り
、
其
の
隣
接
諸
民
族
を
役
脇
し
て
次
第
に
弧
朧
に
な
り
、
遂
に
は
中
間
の

笑
を
唾
服
し
て
中
國
の
北
遥
に
姿
を
現
し
て
時
折
入
冠
し
て
居
た
こ
と
を
仰
え
て
居
る
。
當
時
中
國
に
於
い
て
は
、
王
仙
芝
・
黄
巣
の
約
十
年

間
の
騒
乱
の
後
、
中
和
四
年
（
八
八
四
）
黄
菓
の
賊
平
ぎ
、
翌
光
啓
元
年
借
宗
長
安
に
還
っ
た
が
時
己
に
蒲
鎭
各
地
に
割
擁
し
大
小
群
賊
の
跳

梁
甚
し
く
、
唐
朝
は
催
か
に
長
安
に
餘
喘
を
保
つ
に
過
ぎ
な
く
な
り
、
契
丹
・
笑
と
の
交
渉
は
全
く
北
邊
の
蒲
鎭
に
蹄
し
て
了
っ
た
の
で
あ

る
。
北
逢
の
藩
鎭
で
契
丹
と
關
係
の
深
か
っ
た
の
は
（
海
上
よ
り
の
梁
・
南
唐
等
の
交
渉
は
除
く
）
幽
州
盧
龍
節
度
使
と
河
東
（
太
原
）
節
度

使
で
あ
っ
た
。
以
下
そ
れ
人
、
の
契
丹
と
の
關
係
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
園
と
の
朋
係
七
門

十
人
を
選
ん
で
京
師
に
赴
か
し
め
て
居
た
。
朝
両
囲
の
大
部
分
の
者
は
幽
州
に
止
っ
て
居
た
が
、
彼
等
は
必
ず
や
附
州
に
於
い
て
貿
易
し
、
又

其
目
的
を
以
て
來
つ
た
も
の
に
相
違
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
、
・
會
昌
か
ら
中
和
迄
の
約
四
十
年
間
、
契
丹
で
云
え
ば
屈
戊
↓
習
爾
之
迄
は
契
丹
の
朝
貢
回
數
は
記
録
に
残
っ
て
居
る
以
外

に
相
當
多
か
つ
た
こ
と
、
朝
貢
圏
は
數
百
人
の
多
き
に
上
り
そ
れ
が
又
幽
州
に
於
い
て
貿
易
し
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
事
等
を
知
り
得
る
の
で
あ

る
。
然
し
だ
か
ら
と
云
っ
て
此
の
間
中
國
と
契
丹
と
の
交
沙
が
頻
繁
で
、
淡
文
化
の
流
入
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
云
う
の
で
は
な
い
、
寧
ろ
ど
ち

ら
か
と
云
え
ば
他
の
前
後
の
時
代
に
比
し
て
少
か
つ
た
と
見
る
の
が
安
徴
で
あ
ろ
う
。
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践
厄
滞
鋲
の
元
兇
河
塑
一
顧
の
一
な
る
幽
州
節
度
使
は
、
先
に
笑
・
契
丹
の
征
伐
に
大
功
あ
っ
た
張
仲
武
に
次
い
で
、
張
直
方
↓
周
琳
↓
張
、

允
仲
↓
張
公
業
↓
李
茂
卿
↓
李
可
筆
↓
李
全
忠
↓
李
匡
威
↓
李
匡
琴
張
立
ち
、
次
い
で
劉
仁
恭
が
滞
帥
と
な
っ
た
。
奮
五
代
史
契
丹
傳
に
契
丹

王
欽
徳
が
立
ち
次
第
に
強
朧
に
赴
き
時
折
入
潅
し
た
と
徳
え
ら
れ
る
光
啓
中
か
ら
劉
仁
恭
が
立
つ
迄
は
、
中
國
、
契
丹
の
雨
方
の
史
料
に
は
契

丹
入
潅
の
形
せ
き
は
殆
ん
ど
見
出
せ
な
い
・
或
は
記
録
も
れ
か
も
知
れ
な
い
禧
零
た
と
へ
入
迭
が
あ
っ
た
と
し
て
も
北
遜
を
騒
が
す
程
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
乾
喜
兀
年
（
八
九
四
）
劉
仁
恭
は
李
克
用
に
從
っ
て
幽
州
節
度
使
李
匡
縛
を
攻
め
、
翌
二
年
正
月
幽
州
を
陥
れ
二

月
に
臘
龍
留
後
七
月
に
は
節
度
使
と
な
っ
た
。
群
五
代
史
契
丹
傳
は
光
牒
中
の
記
事
に
綴
い
て
、

劉
仁
恭
鎭
幽
州
。
素
知
契
丹
単
怖
偲
。
選
將
練
兵
。
乘
秋
深
入
踊
摘
払
縦
討
之
。
新
降
秋
荘
即
蟠
塞
下
野
草
以
困
之
。
馬
多
磯
死
。
即
以

Ａ良
馬
賂
仁
恭
。
以
市
牧
地
。
仁
恭
季
年
荒
悲
出
居
大
安
山
。
契
丹
背
開
數
來
進
紗
。
時
劉
守
光
成
平
州
。
契
丹
疵
里
窪
謝
の
）
王
子
率
瓜

Ｂ

Ｌ

騎
攻
之
。
守
光
偲
與
之
和
。
張
帷
幕
子
城
外
以
享
之
。
部
族
就
席
伏
甲
起
檎
斑
里
王
子
入
城
。
部
族
聚
突
。
諸
納
馬
五
千
以
峨
之
。
不

許
。
秘
丹
乞
盟
納
賂
以
求
之
。
自
是
十
餘
年
不
能
犯
塞
。

と
あ
る
ｃ
此
の
齊
五
代
史
の
記
事
に
就
い
て
は
通
鑑
考
異
以
来
種
堂
の
疑
問
異
説
が
あ
る
。
此
の
Ａ
・
Ｂ
ｏ
Ｃ
の
記
事
が
劉
仁
恭
一
代
の
事
件

を
繋
年
を
明
確
に
せ
ず
し
て
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
（
通
鑑
は
光
藤
中
を
妓
後
ま
で
か
け
て
解
燦
し
て
い
る
様
で

あ
る
。
）
乾
密
一
年
よ
り
天
職
三
年
迄
の
十
鮭
年
間
の
う
ち
何
時
で
あ
る
か
に
就
い
で
は
械
討
を
要
す
る
。
先
づ
、
③
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
蒋

性
７

姓
８

五
代
史
華
程
劉
守
光
仰
に

乾
寧
三
年
。
羅
宏
信
背
盟
ｏ
武
皇
遥
李
存
信
攻
魏
州
。
徴
兵
干
燕
、
仁
恭
託
以
契
丹
入
定
。
俟
敵
退
聴
命
。

◆

と
あ
る
如
く
、
契
丹
の
入
潅
は
仁
恭
が
幽
州
に
鋲
す
る
や
間
も
な
く
行
わ
れ
て
居
た
様
で
あ
り
、
③
は
そ
の
頃
、
即
ち
乾
寧
唖
の
事
件
で
あ
る

と
推
測
さ
れ
ろ
。
次
い
で
⑧
に
は
仁
恭
末
年
荒
窓
出
で
て
大
安
山
に
居
る
と
あ
る
。
彼
は
光
化
二
年
（
八
九
九
）
二
月
魏
博
を
兼
併
ぜ
ん
と
し

て
十
萬
の
兵
を
以
て
進
撃
し
た
軽
汁
堆
に
破
れ
、
此
れ
よ
り
其
勢
漸
く
不
振
に
陥
っ
た
。
天
随
一
扉
頃
に
は
政
を
乱
り
大
安
山
に
居
た
こ
と
が

奨
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
閥
係
七
五

’
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、

契
丹
心
勃
興
期
に
於
け
る
中
図
と
の
關
係
七
六

、注
９
姓
、

見
え
る
。
又
遼
史
奉
太
飢
紀
に
よ
る
と
、
天
肺
元
年
（
九
○
四
）
九
月
、
二
年
十
月
、
二
扉
二
月
と
三
回
に
一
町
一
っ
て
劉
仁
恭
と
交
戦
の
事
が
見

え
る
。
故
に
⑧
は
天
祓
二
年
前
後
の
事
と
考
え
て
誤
り
あ
る
ま
い
・
次
ぎ
に
⑥
に
就
い
て
は
二
識
が
あ
る
。
第
一
は
③
に
縦
く
事
件
で
仁
恭
の

勢
力
衰
え
ざ
る
光
化
二
年
以
前
と
す
る
説
、
鋪
二
は
⑥
の
直
後
の
事
件
と
し
て
天
耐
三
年
頃
と
す
る
説
で
あ
る
。
此
の
二
論
の
是
非
を
決
定
す
。

姓
皿

る
確
定
的
な
論
擁
は
見
出
せ
な
い
の
で
疑
を
存
し
、
今
し
ば
ら
く
前
者
に
從
っ
て
お
く
。

以
上
に
よ
っ
て
知
り
得
る
事
は
、
劉
仁
恭
幽
州
に
鋲
す
る
や
、
契
丹
軍
の
内
情
を
熟
知
し
、
秋
極
的
に
古
北
口
外
の
摘
払
縦
を
越
え
て
契
丹
・

を
討
っ
て
此
れ
を
苦
し
め
、
よ
く
そ
の
入
進
を
絶
ち
、
又
平
州
に
於
い
て
は
佼
入
の
鷺
里
王
子
（
述
律
阿
鉢
）
を
描
に
す
る
等
保
境
安
民
の
鷲

を
あ
げ
、
契
丹
又
敢
て
入
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
仁
恭
は
光
化
二
年
頃
よ
り
勢
衰
え
、
末
年
に
な
る
と
政
治
を
顧
み
ず
苛
敏
詠
求

を
事
と
し
逃
樂
に
ふ
け
り
、
子
供
の
守
光
と
も
離
叛
し
た
。
一
方
、
契
丹
に
於
い
て
は
、
天
復
二
年
（
九
○
二
）
干
越
總
知
軍
國
事
と
な
っ
て

契
丹
の
兵
賜
の
大
権
を
掌
握
し
た
太
祁
阿
保
機
は
、
攻
喋
り
主
鋒
を
鱒
じ
て
山
後
方
面
を
伺
い
は
じ
め
た
。
後
述
す
る
如
く
天
復
二
年
、
三
年

と
代
北
の
地
に
侭
入
し
、
薊
北
を
か
す
め
、
遼
史
に
よ
れ
ば
、
天
柿
元
年
九
月
黒
車
子
室
堆
を
討
た
ん
と
す
る
や
、
仁
恭
其
側
面
を
衝
か
ん
と

し
て
武
州
に
至
っ
た
が
却
っ
て
契
丹
に
破
れ
、
翌
二
年
太
旭
は
李
克
用
と
同
盟
を
結
ん
だ
勢
に
乗
じ
て
進
ん
で
仁
恭
を
討
ち
數
州
（
恐
ら
く
武

陛
蝉

嬬
等
の
州
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
）
を
抜
き
識
く
其
民
を
徒
し
、
又
翌
三
年
仁
恭
を
討
っ
て
居
る
。
斯
く
の
如
く
契
丹
の
劉
仁
恭
攻
蝦
は
仁
恭
一

の
末
年
天
赫
二
・
三
年
頃
に
な
る
と
漸
く
穣
極
化
し
て
來
た
。
翌
天
耐
四
年
（
後
梁
開
平
元
年
・
九
○
七
）
遂
に
劉
守
光
は
劉
仁
恭
を
幽
閉
し

辞
一

て
自
ら
幽
州
節
度
使
と
な
り
、
契
丹
の
太
祀
又
契
丹
可
汗
と
し
て
第
一
女
の
即
位
を
行
っ
た
。
以
後
の
契
丹
と
幽
州
と
の
開
係
を
遼
史
太
祀
紀

に
よ
っ
て
表
示
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
此
の
遼
史
の
記
事
は
中
幽
側
の
記
録
と
相
當
食
違
っ
て
居
る
か
ら
、
中
國
側
の
記
録
と
比
較
對
照
し

て
極
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
開
平
元
年
の
平
州
刺
史
劉
守
奇
の
契
丹
奔
入
は
養
治
通
鑑
垂
↑
開
平
一
元
年
二
一
月
の
條
に

守
光
弟
守
奇
奔
契
丹
。
未
幾
亦
奔
河
東
。

と
あ
る
。
守
光
の
兄
は
弟
と
す
可
き
で
あ
ろ
う
。
守
奇
は
平
臓
城
（
誉
州
）
に
澄
か
れ
た
が
間
も
な
く
河
東
に
奔
り
仁
恭
攻
撃
に
参
加
し
、
更
１
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タ

陸
湛

に
汁
に
奔
っ
て
居
る
。
三
年
の
遼
史
の
記
事
は
、
契
丹
の
太
肌
、
劉
守
丈
の
誌
に
応
じ
て
横
海
軍
（
流
州
）
の
近
淀
に
至
り
守
光
を
破
っ
た
と
云

う
が
、
菱
治
邇
鑑
鎧
匡
開
平
三
年
五
月
及
び
醤
五
代
史
華
垂
劉
守
光
傳
に
よ
る
と
、
守
丈
重
賂
を
以
て
契
丹
・
吐
谷
郡
の
衆
を
招
き
難
蘇
（
蕪

畔
皿

州
）
に
戦
い
守
光
を
破
っ
た
が
、
後
却
っ
て
守
光
に
涼
州
に
て
破
ら
れ
遂
に
殺
さ
れ
る
に
至
っ
て
居
る
。
松
井
氏
も
云
わ
れ
る
如
く
、
守
文
契

丹
を
招
き
契
丹
又
此
れ
に
應
じ
た
の
は
事
疵
で
あ
ろ
う
が
、
遼
史
に
見
え
る
如
き
交
戦
の
結
果
は
疑
問
と
す
可
き
で
あ
る
。
五
年
正
月
太
祀

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
図
と
の
閥
係
七
七

＝

六
年
一
二
年

’
即
位
元
年

契
丹
一
中
國

年

年

二

年

五
年

七
年

囚
月
。
劉
仁
恭
子
守
光
囚
共
父
。
自
稽
幽
州
歴
敵
軍
節
度
使
。

九
○
七

開
平
元
年
七
月
乙
酉
。
共
兄
平
州
刺
史
守
奇
季
其
衆
數
千
人
來
降
○
命
温
之
平
鹿
城
。

二
年
一
九
○
八
一
八
劉
子
。
幽
州
進
合
献
瓜
。

乾
ゞ
化
元
年
一
九
一
一

』

雛

年
三
年
一
九
二
二

西

九
○
九

九

二二

紀

漁
洲
蕊
鯉
灘
議
議
裳
蕊
悪
輔
蕊
窯
唖

盟
口
。

五
月
印
申
。
澄
羊
城
子
炭
山
之
北
。
以
迩
市
易
。

！

‐

！
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三
月
○
次
耀
河
刻
石
紀
功
。
復
略
地
薊
州
。

八
月
甲
子
。
劉
守
光
悟
雛
隅
州
稻
燕
。

二
月
戊
午
。
親
征
劉
守
光
。
三
月
至
自
剛
州

七
月
。
命
弟
刺
鞠
分
兵
攻
卒
州

十
月
戌
寅
。
刺
蔑
破
牢
州

正
月
ｏ
晉
王
李
存
助
抜
幽
州
摘
劉
守
光
。

ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｐ
ｌ
ｌ
Ｒ

奇河
口巳

ノ

郡

！

’



’

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
園
と
の
閥
係
七
八

は
、
授
城
内
の
所
謂
山
後
の
地
方
に
遜
從
し
た
西
部
笑
舘
劉
守
光
に
戦
っ
て
叛
服
常
な
か
っ
た
の
で
此
れ
を
討
ち
平
げ
、
更
に
進
ん
で
東
部
笑

肢
胴

を
討
ち
、
稚
く
壁
一
審
の
地
を
収
め
た
が
、
一
二
月
溌
河
に
功
紀
し
て
薊
州
を
攻
略
し
た
。
遼
史
華
七
講
敵
魯
傳
に
、

太
租
征
笑
及
討
劉
守
光
。
敵
魯
略
地
海
没
。
殺
雄
悲
衆
。

と
あ
る
。
即
位
四
年
北
府
宰
相
と
な
っ
た
敵
科
は
、
太
租
の
進
盤
に
應
じ
て
・
先
に
守
光
に
摘
に
さ
れ
た
宿
怨
地
海
没
（
平
州
附
近
）
を
攻
略

し
た
。
蚕
浩
邇
鑑
奉
に
乾
化
元
年
八
月
（
批
阿
五
代
史
華
垂
劉
守
光
傳
）
の
條
に
、

八
月
。
（
燕
王
守
光
榊
帝
）
…
：
・
・
：
受
Ⅲ
之
日
。
契
丹
陥
平
州
。
燕
人
聡
擾
。

と
あ
る
の
は
此
れ
に
雁
ず
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
即
位
六
年
二
月
成
午
の
太
租
の
劉
守
光
親
征
、
七
月
’
六
月
の
刺
葛
の
平
州
攻
略
は
如
何
。

河
東
の
李
存
肋
は
乾
化
元
年
（
太
姐
即
位
五
年
。
九
二
）
よ
り
頻
り
に
幽
州
方
面
に
兵
を
出
し
、
翌
二
年
正
月
に
は
其
將
周
徳
威
は
幽
州
城

下
に
辿
っ
た
。
乖
画
五
代
史
華
垂
劉
守
光
傳
に
、

十
二
月
（
乾
化
元
年
）
。
莊
宗
遥
周
徳
威
出
飛
狐
。
會
鎭
定
之
師
。
以
討
之
（
守
光
）
。
徳
威
攻
脳
歴
年
。
脇
軍
僻
下
。
守
光
堅
保
幽
州
求
援

予
梁
。
北
誘
契
丹
。
救
維
不
至
。

と
あ
っ
て
、
守
光
が
周
徳
威
に
幽
州
を
囲
ま
れ
る
や
沖
と
契
丹
に
救
を
求
め
た
こ
と
を
述
べ
て
居
る
。
寶
浩
通
鑑
誌
窄
乾
化
二
年
の
條
に
は
、

正
月
周
徳
威
飛
狐
口
を
出
て
進
準
し
、
戊
子
に
は
泳
州
を
閣
み
、
丁
酉
幽
州
城
下
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
後
、

守
光
來
求
救
。
二
月
帝
（
朱
全
忠
）
疾
小
愈
。
議
自
將
雌
鎭
定
以
救
之
。
…
。
：
（
梁
飛
大
敗
す
）
。
：
。
…

と
あ
る
か
ら
。
守
光
が
契
丹
を
誘
っ
た
の
も
乾
化
二
年
の
は
じ
め
頃
で
あ
ろ
う
。
此
の
時
の
使
者
が
韓
延
徴
な
る
こ
と
は
後
述
す
る
。
而
し
て

契
丹
の
援
軍
は
遂
に
至
ら
な
か
っ
た
。
丁
度
此
の
域
即
位
六
年
（
乾
化
二
年
）
二
月
太
姐
親
ら
劉
守
光
を
征
し
幽
州
に
至
っ
た
と
遼
史
は
記
し

て
居
る
が
、
太
耐
の
軍
が
鯏
州
に
至
っ
て
居
れ
ば
「
救
維
不
至
」
等
と
記
す
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
「
太
租
至
自
幽
州
」
と
い
う
の
は
遼

宅

史
の
誇
張
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
安
當
で
あ
ろ
う
。
然
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
此
の
即
位
六
年
の
遼
史
の
記
事
を
全
堂
否
定
は
出
来
な
い
。
養
浩

’
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邇
鑑
諮
窄
乾
化
三
生
二
月
（
善
五
代
史
確
七
元
行
欽
傳
）
の
條
に
、

燕
主
守
光
命
大
將
元
行
欽
。
將
騎
七
千
牧
馬
山
北
。
墓
山
北
兵
以
應
契
丹
。
癖
謹
確
認
雪
辱
群
峰
搾
哩
瞬
鐸
唖

註
叩

と
あ
り
、
同
じ
く
邇
鑑
同
年
同
月
の
條
に
晉
將
が
古
北
口
を
階
れ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
此
等
は
契
丹
軍
の
何
等
か
の
動
き
を
思
わ
せ
る
。
吏

健
恥

に
、
奮
五
代
史
華
↑
契
丹
傳
に
、

劉
守
光
末
年
苛
惨
。
軍
士
亡
叛
皆
入
契
丹
。
泊
周
徳
威
攻
閲
幽
州
。
燕
軍
民
多
爲
斯
遥
掠
。

と
あ
る
如
く
、
太
祀
は
晉
燕
の
交
争
に
よ
る
混
凱
に
乘
じ
て
、
北
避
に
使
遥
し
、
多
く
の
軍
民
を
椋
抄
し
去
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち

遼
史
の
記
事
は
誇
張
さ
れ
て
は
居
る
が
、
此
の
事
荘
裏
書
き
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
契
丹
軍
侵
入
の
事
変
は
認
む
可
き
で
あ
る
。
か
く
て
翌
七

年
十
月
遂
に
劉
守
光
・
仁
恭
は
李
存
肋
に
捕
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
、
幽
州
硫
龍
叩
の
巡
暁
は
悉
く
晉
王
の
手
に
蹄
し
、
幽
州
に
は
攻
軍
の
將
周
徳

威
が
鎭
す
る
事
と
な
っ
た
。

以
上
を
要
す
る
に
、
劉
氏
は
即
位
元
年
よ
り
滅
亡
迄
、
兄
弟
の
内
証
と
西
方
晉
の
攻
螺
に
依
っ
て
安
徐
た
り
得
ず
、
長
城
の
堅
壁
の
守
り
も

弛
緩
し
、
途
に
契
丹
に
救
援
を
求
む
る
事
數
回
、
契
丹
に
對
し
て
は
常
に
和
平
の
態
度
を
取
っ
て
居
た
様
で
あ
る
。
即
位
二
年
の
幽
州
の
進

奉
。
三
年
の
椛
場
の
設
置
は
そ
れ
を
示
す
。
・
一
方
契
丹
は
劉
氏
へ
の
奮
怨
を
は
ら
す
可
き
絶
好
の
機
會
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
敢
え
て
深
く
催
入

し
燕
の
招
き
に
應
じ
て
こ
れ
を
救
お
う
と
は
せ
ず
、
却
っ
て
晉
燕
の
攻
雌
・
内
証
に
乘
じ
て
、
専
ら
資
利
に
就
い
て
遜
郡
を
か
す
め
、
中
國
の

文
物
、
漢
人
の
掠
奪
を
計
り
、
或
は
貿
易
の
利
を
門
め
て
居
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

四

、

幽
州
の
劉
氏
と
並
ん
で
契
丹
と
雌
も
關
係
の
深
か
っ
た
の
は
、
河
東
（
太
原
）
節
度
使
李
氏
（
克
用
・
存
勗
）
で
あ
る
。
李
克
用
は
沙
陀
族

の
人
、
中
和
元
年
唐
朝
の
招
き
に
唯
じ
て
黄
巣
討
伐
に
従
い
、
沙
陀
の
釉
兵
を
以
て
黄
巣
を
破
り
、
功
に
よ
っ
て
河
東
節
匪
使
に
任
ぜ
ら
れ
太

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
閥
係
七
九
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契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
閥
係
八
○

原
に
鋲
す
る
事
と
な
っ
た
。
以
來
、
帝
業
の
地
太
脈
に
擁
り
、
赫
漢
の
糀
兵
を
率
い
て
中
原
を
雄
硯
し
、
沖
の
弧
蒲
朱
全
忠
と
覇
を
争
い
・
幽

蠅
と
も
相
敵
硯
し
て
居
た
。

一
鮭
旧

さ
て
、
契
丹
と
李
充
用
と
の
交
渉
は
、
中
國
側
の
記
録
に
よ
る
と
有
名
な
雲
中
の
含
盟
を
以
て
噴
矢
と
す
る
。
然
る
に
遼
史
奄
太
租
紀
に
は

（
天
復
元
年
）
参
十
月
。
授
大
迭
烈
府
災
離
韮
。
明
年
．
秋
七
月
。
以
兵
四
十
萬
伐
河
東
・
河
北
。
攻
下
九
郡
。
潅
生
口
九
寓
五
千
、
馳
馬

牛
羊
不
可
勝
紀
ｕ
九
月
。
城
髄
化
州
干
泄
河
之
南
。
始
建
開
殺
寺
。
明
年
九
月
。
復
攻
下
河
東
・
懐
速
等
乖
。
十
川
。
引
箪
略
至
薊
北
。

作
雄
以
遼
。

と
あ
る
。
此
れ
に
よ
る
と
太
祀
は
天
復
二
。
三
年
に
大
規
模
な
河
東
怯
入
を
爲
し
更
に
薊
北
を
も
催
し
て
居
る
・
此
の
遼
史
の
記
馴
は
文
字
通

健
四

り
受
取
っ
て
い
い
か
ど
う
か
検
討
を
要
す
る
。
先
づ
田
村
氏
も
云
は
れ
る
如
く
河
東
・
河
北
は
河
東
・
代
北
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
天
復
二
年
の

り

河
東
・
代
北
の
催
入
記
事
に
つ
い
て
疑
問
と
な
る
の
は
、
第
一
、
中
國
側
の
記
録
に
全
然
此
れ
に
相
應
す
る
記
事
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
四
十

萬
の
大
雅
を
以
て
河
東
・
代
北
に
催
入
し
九
郡
（
州
）
を
下
し
、
九
萬
五
千
人
を
俘
獲
し
た
と
あ
る
が
（
九
州
は
何
れ
を
指
す
か
不
明
）
、
内
・
外

の
長
城
線
を
越
え
て
河
東
・
・
代
北
に
攻
入
り
九
萬
に
も
除
る
漢
入
を
俘
涯
し
た
と
す
れ
ば
、
河
東
に
鎭
し
て
居
た
李
克
川
の
側
に
何
等
か
心
影

響
が
あ
り
、
如
何
に
厭
末
の
記
録
が
散
慢
で
あ
る
と
は
云
え
其
の
形
せ
き
が
見
出
せ
な
い
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
堂
時
は
現
在
の
商
都
附

姓
犯

近
を
中
心
と
す
る
黒
車
子
宝
章
の
勢
力
は
厳
然
と
し
て
居
た
か
ら
太
祀
の
通
路
を
阻
む
可
能
性
が
あ
る
事
等
で
あ
る
。
然
し
遼
史
太
湘
紀
の
記

事
も
遥
薙
氏
偉
説
以
外
は
信
恐
性
が
大
き
く
、
遼
史
罎
二
地
理
志
・
上
京
道
・
龍
化
州
の
條
に
は
、

唐
天
復
二
年
。
太
祀
爲
迭
烈
部
爽
離
韮
。
破
代
北
。
遜
其
民
建
城
居
之
。
．
：
…

と
あ
っ
て
、
龍
化
州
の
漠
民
が
太
岨
の
天
復
二
年
の
代
北
侵
入
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
る
と
陣
え
ら
れ
て
居
る
し
、
遼
史
嵯
二
丘
〈
術
志
上
。

、

序
文
に
も
、
・

十
一
年
（
遥
鐙
耶
測
可
汗
）
。
總
兵
四
十
繭
。
伐
代
北
克
郡
縣
九
。
俘
九
萬
五
千
口
。

〃
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ノ

、

〆

と
見
え

氏
と
云

殺
す
る克

と
あ
る

束
の
克

龍
化
州

に
か
こ

猟
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
女
直
２
一
昔
戸
を
引
け
ば
漢
戸
は
七
百
、
以
後
ノ
（
燕
薊
よ
り
）
の
徒
民
・
自
然
増
殖
を
考
慮
に
入
る
れ
ば
、
天
復

二
年
常
時
の
戸
數
は
多
く
と
も
五
百
戸
を
越
す
こ
と
は
あ
る
ま
い
・
仮
り
に
一
戸
五
人
と
し
て
二
千
五
百
人
と
な
る
。
勿
論
此
の
時
の
俘
民
が

純
化
州
の
み
に
徒
さ
れ
た
と
は
限
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
九
萬
五
千
口
は
多
き
に
過
ぎ
る
。
叉
雲
中
の
會
盟
の
時
の
太
祀
の
兵
三
干
萬
（
遼

史
に
は
七
萬
）
、
紳
冊
元
年
の
大
畢
使
入
の
時
の
三
十
萬
（
こ
れ
等
も
世
敷
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
）
等
の
兵
力
を
考
え
る
と
總
兵
の
四
十
萬
‐

は
過
多
で
あ
る
。
此
痔
の
鮎
と
先
述
の
劉
仁
恭
と
の
關
係
に
於
い
て
見
た
如
き
遼
史
太
覗
紀
吻
誇
張
を
考
え
合
せ
る
と
、
即
位
以
前
の
太
耐
紀

の
記
郡
は
、
催
入
の
辮
鷲
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多
分
に
誇
張
し
て
記
さ
恥
て
居
る
と
断
ず
る
を
得
よ
う
。
恐
ら
く
、
天
復
二
年
三
月
沐
軍
に
。

晉
賜
を
胸
ま
れ
た
克
用
の
勢
力
不
振
に
乘
じ
て
北
邊
を
催
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
明
年
（
天
復
二
一
年
）
九
月
の
記
事
も
同
断
で
あ
一

る
。
十
月
の
薊
北
の
掠
略
は
九
月
の
掠
略
の
蹄
途
山
後
の
地
を
侵
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

隣
”

次
い
で
李
克
用
・
阿
保
機
の
雲
中
の
會
盟
と
な
る
。
含
盟
の
時
期
に
就
い
て
は
、
天
肺
一
兀
年
、
何
二
年
、
同
四
年
の
諸
説
あ
り
、
小
川
氏
は

天
肺
元
年
五
月
’
八
噸
極
井
氏
は
天
耐
四
年
説
を
採
っ
て
居
ら
れ
る
が
、
今
は
天
祓
元
年
説
に
従
う
．
含
盟
の
覗
情
に
つ
い
て
は
、
新
店
書

院
遜

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
閥
係
八
一
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⑤

契
丹
・
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
乃
關
係
八
二

雫
橲
沙
陀
傳
に
は
先
に
引
用
せ
る
丈
に
綾
い
て
、

Ｊ

‐
保
機
身
到
雲
中
。
與
克
用
會
。
約
爲
兄
弟
。
留
十
日
去
。
迩
馬
千
匹
牛
羊
萬
計
。
期
多
大
緊
度
河
。

と
云
い
克
用
が
太
租
を
召
し
た
と
し
、
此
れ
に
反
し
、
奮
五
代
史
華
一
契
丹
博
に
は
、

天
耐
四
年
大
窪
雲
中
ｏ
後
店
武
皇
遥
使
連
和
。
因
與
之
而
會
雲
中
東
城
。
大
具
享
礼
。
延
入
帳
中
。
約
爲
兄
弟
。
謂
之
日
「
唐
窒
爲
賊
所

纂
。
吾
欲
今
冬
大
學
。
弟
可
以
精
騎
二
萬
同
收
沐
浴
。
」
阿
巴
堅
許
之
。
？
．

と
あ
り
、
契
丹
の
犬
畢
侵
入
に
よ
っ
て
之
と
和
し
命
盟
し
た
如
く
体
え
て
居
る
が
、
此
れ
は
克
用
が
契
丹
の
力
を
借
ら
ん
と
し
て
自
ら
招
い
た

強
路

と
す
る
方
が
安
當
で
あ
ろ
う
。
充
用
は
天
復
二
年
赤
軍
に
攻
め
ら
れ
晉
陽
に
園
ま
弧
た
時
も
「
不
若
且
入
北
虚
。
徐
圖
進
取
」
と
議
し
た
が
李

嗣
昭
心
劉
夫
人
に
諌
め
ら
れ
止
ん
で
居
る
。
禽
盟
の
目
的
と
す
る
所
は
沖
の
朱
全
忠
を
討
た
ん
と
し
て
契
丹
の
力
を
借
る
に
在
っ
た
如
く
中
國

側
の
史
籍
は
傳
え
て
い
る
の
が
、
遼
史
誰
太
祀
紀
に
よ
る
と
、

唐
河
東
節
度
使
李
克
用
遥
通
事
康
令
徳
。
乞
盟
。
冬
十
月
。
太
姐
以
騎
兵
七
萬
會
克
用
子
雲
州
。
宴
酎
克
刷
借
兵
以
報
劉
仁
恭
木
瓜
澗
之
・

役
。
災
祀
許
之
。
易
抱
馬
約
爲
兄
弟
。

と
て
、
契
丹
側
で
は
會
盟
の
目
的
を
幽
州
の
劉
仁
恭
挾
盤
に
在
っ
た
と
し
て
居
る
ｏ
克
用
と
し
て
は
其
の
絡
局
の
目
標
は
赤
の
朱
全
攻
忠
攻
盤
に

在
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
幽
州
も
叉
弱
敵
で
は
な
か
っ
た
。
乾
寧
四
年
木
瓜
澗
に
於
い
て
劉
仁
恭
（
克
用
の
部
將
で
幽
州
に
鋲
せ
し
め
ら
れ
る
や

、

忽
ち
に
し
て
叛
旗
を
雛
し
た
）
に
大
敗
し
た
事
は
怨
骨
髄
に
徹
し
て
居
た
で
あ
ろ
う
し
、
通
言
に
一
矢
を
授
け
て
「
劉
仁
恭
を
討
て
汝
先
づ
幽

ゆ
・

州
を
下
さ
ず
し
て
河
南
は
未
だ
圖
昂
可
か
ら
ざ
る
也
」
と
云
い
。
賓
浩
涌
鑑
塞
罹
乾
化
元
年
二
月
の
條
に
も

諸
將
日
「
：
…
・
不
若
先
取
守
光
。
然
後
可
以
専
意
南
討
」
王
（
李
存
勗
）
日
「
善
」

と
あ
る
如
く
、
河
東
と
し
て
は
先
づ
幽
州
の
地
を
取
っ
て
宿
敵
派
に
向
わ
ん
と
し
た
決
意
が
見
え
て
居
る
。
仁
恭
攻
略
も
會
叩
芯
大
き
な
（
特

に
眼
前
の
）
目
的
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
契
丹
の
太
耐
と
し
て
は
、
前
回
の
幽
州
侵
入
に
劉
仁
恭
に
苦
め
ら
れ
失
敗
を
繰
返
し
、
漸
く
仁
恭
の

1
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西

北

邊

を

伺

わ

ん

と

し

て

居

た

時

で

あ

る

か

ら

、

正

面

の

宿

敵

劉

仁

恭

の

攻

略

を

企

岡

し

て

居

た

に

相

違

な

い

。

沖

の

朱

全

忠

の

攻

蝶

等

は

殆

ん
ど
考
慮
外
だ
っ
た
様
で
あ
る
。

さ
て
、
李
克
用
は
天
肺
五
年
（
開
平
二
年
・
遼
太
祀
即
位
二
年
・
九
○
八
）
正
月
病
を
得
て
段
し
、
其
長
子
李
作
跡
が
刷
立
し
た
こ
れ
が
後

唐
の
莊
宗
で
あ
る
。
克
用
の
段
す
る
に
鴬
り
、
次
の
如
去
邇
話
を
五
代
史
關
文
（
奮
五
代
史
壱
一
武
皇
紀
割
註
）
は
傳
え
て
居
る
。

武
皇
臨
蕊
。
以
三
矢
付
莊
宗
日
．
矢
討
劉
仁
恭
。
汝
不
先
下
幽
州
。
河
南
未
可
岡
也
。
」
一
矢
繋
契
丹
。
側
日
「
安
巴
堅
與
吾
把
憐
耐

盟
結
爲
兄
弟
。
誓
復
唐
牡
稜
。
今
背
約
附
賊
。
汝
必
伐
之
。
」
・
・
・
…

即
ち
克
用
は
契
丹
が
雲
中
の
盟
約
に
背
い
て
沖
に
附
し
た
こ
と
を
怒
り
、
深
く
契
丹
を
怨
み
。
通
言
し
て
莊
宗
に
契
州
を
討
つ
可
き
事
を
誓
わ

せ
て
居
る
。
此
れ
を
見
れ
ば
開
平
二
年
以
後
、
契
丹
と
河
東
と
の
間
の
交
渉
は
閉
さ
れ
て
居
た
様
に
考
え
ら
れ
る
が
、
邇
鑑
壷
一
開
至
一
年
正

月
の
考
異
に
も
云
え
る
如
く
「
後
人
閃
莊
宗
成
功
。
撰
此
事
。
以
誇
共
英
武
」
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
・
李
存
鋤
も
無
理
に
事
を
繕
え
契
丹

に
背
後
を
お
び
や
か
さ
る
る
よ
り
は
、
契
丹
と
は
和
平
を
保
ち
先
づ
幽
州
を
討
っ
て
沖
に
封
す
る
態
勢
を
固
め
ん
と
し
た
と
思
わ
鯉
ろ
。
事

鴛
、
遼
史
太
祀
紀
即
位
二
年
正
月
の
條
に
は
、

河
東
李
克
用
子
存
勗
襲
。
遥
使
弔
慰
。

と
あ
り
、
奮
五
元
史
圭
一
契
丹
博
に
、

莊
宗
初
伽
批
亦
造
使
告
哀
。

と
あ
っ
て
、
開
平
二
年
に
は
使
節
の
往
來
あ
り
。
奮
五
代
史
幸
一
契
丹
博
に
は
綾
い
て
、

賂
以
金
繪
求
騎
軍
。
以
救
潤
州
。
答
共
使
日
一
‐
我
與
先
王
爲
兄
弟
。
兇
即
吾
兒
也
・
寧
有
父
不
助
子
耶
。
」
許
川
師
會
漉
。
平
巾
止
。

と
あ
る
如
く
、
存
勗
は
契
丹
に
反
抗
せ
ざ
る
の
み
か
却
っ
て
金
納
と
略
し
て
契
丹
騎
班
を
迎
え
ん
と
し
、
太
祀
又
出
兵
を
約
し
て
居
る
。
此
れ

に
よ
っ
て
も
解
る
如
く
、
會
盟
以
後
太
租
は
約
に
背
い
て
沖
に
通
好
し
、
封
冊
を
受
け
ん
と
し
て
盛
に
使
臣
を
途
っ
て
居
た
に
も
拘
ら
ず
、
契

奨
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
關
係
八
三

I

｜
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契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
開
係
八
四

丹
と
河
東
の
李
氏
と
の
間
は
岡
滑
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
太
租
即
位
九
年
・
後
梁
の
貞
明
元
年
（
九
一
五
）
の
幽
州
軍
校
齊
行
本
の
契

丹
奔
入
頃
迄
約
七
年
間
、
両
者
の
交
渉
記
事
は
見
出
せ
な
い
が
、
恐
ら
く
其
關
係
は
引
縦
き
側
滑
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
。

幽
州
節
度
使
劉
仁
恭
は
李
克
用
に
背
い
て
自
立
態
勢
を
取
り
木
瓜
澗
の
役
に
克
用
を
破
っ
て
以
来
、
或
は
雲
州
を
伺
い
或
は
易
・
定
方
面
を

倖
．
郡

攻
め
、
一
時
は
和
解
に
至
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
伽
は
椛
謀
術
策
に
過
き
ず
、
守
光
の
將
孫
柵
も
「
太
原
窺
吾
西
、
契
丹
伺
吾
北
」
と
恐
れ
、

又
存
勗
の
諸
將
②
一
言
に
も
あ
る
如
く
、
結
局
所
詮
は
激
烈
な
併
呑
戦
を
渡
ず
可
き
迩
命
に
在
っ
た
。
乾
化
元
年
十
一
月
の
劉
守
光
の
易
・
定
攻

撃
に
端
を
發
し
李
存
勗
の
幽
州
攻
略
戦
は
展
開
せ
ら
れ
、
途
に
三
年
十
月
幽
州
の
巡
脇
十
二
州
悉
く
晉
の
有
に
蹄
し
、
同
年
十
二
月
功
將
周
徳

威
、
虚
龍
蛎
節
度
使
と
な
っ
て
幽
州
に
鋲
し
た
。
斯
く
て
晉
は
東
は
流
關
よ
り
西
は
雲
・
豊
州
に
至
る
長
大
な
長
城
線
を
以
て
契
丹
と
相
接
す
る

に
至
っ
た
。
時
に
契
丹
に
於
い
て
は
太
祀
の
即
位
八
、
九
年
の
交
に
営
る
。
太
祀
は
即
位
五
年
よ
り
勃
発
し
た
諸
弟
及
び
其
背
後
に
在
る
弧
力
な

る
契
丹
諸
酋
の
胤
を
平
げ
▽
隣
弧
諸
族
・
笑
・
烏
古
・
敵
烈
・
宝
牽
等
を
唾
服
し
、
小
部
族
を
役
暁
し
て
内
部
態
勢
を
固
め
、
堂
々
中
原
に
對

畦
郡

す
る
無
封
冊
國
家
と
し
て
祁
珊
と
建
元
し
、
積
極
的
中
國
使
入
を
開
始
し
た
。
晉
王
又
燕
を
平
げ
、
梁
を
座
し
、
倍
蒋
の
川
め
を
以
て
此
れ
に

對
抗
し
た
の
で
あ
る
。
紳
珊
元
年
（
後
梁
・
貞
明
二
年
・
九
二
０
．
七
月
太
祀
は
吐
琿
・
黛
項
等
西
方
を
親
征
し
、
総
勢
な
か
っ
て
三
十
萬
の

（
百
寓
と
稗
す
る
）
大
軍
を
以
て
蔚
・
新
・
武
。
鳴
・
儒
等
の
州
に
侵
入
し
た
。
以
後
、
契
丹
の
俊
入
は
中
原
の
財
費
・
人
民
を
目
指
し
、
臓
文

進
等
亡
入
漢
人
の
謝
導
も
手
傳
っ
て
、
年
と
共
に
益
ご
苛
烈
さ
を
加
え
た
。
特
に
「
同
光
之
世
爲
思
尤
深
」
と
云
ふ
如
く
幽
州
方
而
は
契
丹
の

。
／

憲
掠
に
殆
ん
ど
寧
日
な
き
有
様
で
あ
っ
た
。

前
二
項
に
於
い
て
は
、
光
啓
中
か
ら
太
祀
即
位
九
年
迄
の
中
國
と
契
丹
と
の
政
治
・
國
際
關
係
に
就
い
て
述
べ
た
が
、
以
下
此
飢
に
基
い

て
、
更
に
此
の
間
に
於
け
る
漢
人
・
漢
文
化
の
契
丹
へ
の
流
入
に
就
い
て
考
察
し
、
漢
城
の
成
立
・
存
在
意
義
等
に
就
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す

五
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ｌ
ｌ
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４
０
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は
じ
め
は
劉
仁
恭
狸
盛
に
し
て
北
辺
の
守
り
固
く
、
古
北
口
に
近
つ
い
た
契
丹
は
却
っ
て
仁
恭
に
逆
撃
さ
れ
、
楡
關
に
於
い
て
は
述
律
阿
鉢

（
瀬
敵
魯
）
は
守
光
に
捕
え
ら
れ
重
賂
を
納
れ
て
盟
を
請
い
始
め
て
許
さ
れ
る
等
、
契
丹
は
殆
ん
ど
佼
入
の
目
的
を
果
さ
ず
、
し
ば
ら
く
の
間
契
丹

の
侵
遥
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
從
っ
て
其
の
目
的
と
す
る
中
國
の
財
賓
・
子
女
の
掠
奪
は
僅
少
で
あ
っ
た
と
見
ろ
を
得
よ
う
。
然
し

姓
認

此
の
間
全
く
契
丹
の
得
る
所
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
而
し
て
北
辺
無
事
と
云
わ
れ
る
和
平
の
間
、
契
丹
の
朝
貢
記
事
は

全
く
見
當
ら
ね
、
唐
朝
へ
の
朝
貢
は
絶
無
で
あ
っ
た
と
し
て
も
幽
州
と
何
等
か
の
關
係
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
此
鹿
に
注
意
す
可
き
は
契
丹

と
附
州
と
の
盟
約
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
如
く
「
以
良
馬
賂
仁
恭
。
以
市
牧
地
」
と
云
い
「
納
馬
五
千
以
峨
之
。
不
許
。
泌
丹
乞
盟
納
賂
以
求

之
」
と
云
え
る
如
く
契
丹
は
仁
恭
に
良
馬
を
略
し
て
牧
地
を
市
い
。
又
馬
五
千
匹
を
送
っ
て
許
さ
れ
ず
更
に
賂
を
紬
れ
た
と
云
う
が
、
其
賂
に

は
更
に
多
く
の
馬
其
他
を
贈
っ
た
と
考
え
る
事
が
出
來
ろ
。
受
身
の
立
場
に
立
つ
契
丹
が
垢
の
代
偵
と
し
て
絹
類
（
雲
中
の
會
盟
に
は
克
用
金

繪
數
蔑
を
贈
り
、
契
丹
又
馬
三
千
匹
・
雑
畜
萬
計
を
以
て
之
れ
に
酬
い
て
居
る
）
を
受
け
る
事
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
幽
州
と
し
て
は
唐
末

畦
”

五
代
藩
鎭
の
兵
力
と
し
て
最
も
重
要
な
馬
を
得
た
蕊
は
、
其
の
戦
斗
力
に
賛
す
る
所
が
大
で
あ
っ
た
。
盟
約
以
後
に
於
い
て
雨
宥
の
間
に
如
何

な
る
交
渉
が
行
わ
れ
た
か
窮
知
し
得
無
い
が
、
中
國
の
財
蜜
・
文
物
を
恢
撮
す
る
契
丹
と
、
塞
外
の
馬
を
垂
誕
す
る
藩
鎭
幽
州
と
の
間
に
交
易

關
係
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
断
言
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

幽
州
催
入
に
失
敗
し
た
契
丹
は
、
天
復
一
〆
一
年
頃
か
ら
主
鋒
を
稗
じ
で
西
北
辺
張
家
ｎ
．
渦
石
口
方
面
に
使
入
を
開
始
し
た
。
契
丹
が
岬
じ
て

中
圃
の
山
後
方
面
を
伺
う
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
は
、

畦
鋤

１
古
北
口
・
減
闘
の
地
は
一
夫
百
夫
を
守
る
堅
固
な
天
然
の
要
害
で
、
其
の
侵
入
も
容
易
で
な
く
、
加
う
る
に
幽
州
と
し
て
は
古
北
口
・

流
關
の
守
り
を
失
え
ば
一
路
平
原
を
迅
躯
す
る
北
腸
に
直
ち
に
命
府
幽
州
を
衝
か
れ
る
恐
れ
が
あ
る
爲
め
其
の
守
り
に
は
相
當
の
努
力

を
柵
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
そ
れ
に
比
し
て
渦
石
口
・
張
家
口
方
面
は
幽
州
・
太
原
に
逹
す
る
迄
に
は
更
に
内
長
城
線
の
固
め
が
あ

《
契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
閥
係
八
五

ろ
。

１
１

１
１
１

１
１



健
丹
妙
勃
興
期
に
於
け
る
中
国
と
の
閥
係
八
六
‐

り
、
山
後
の
地
は
人
口
も
稀
薄
で
・
笑
・
吐
谷
輝
等
恭
族
の
雑
居
す
る
地
で
あ
っ
た
）
。
，

際

２
古
北
川
方
面
の
長
城
外
の
地
は
笑
族
の
本
擁
で
、
契
丹
が
便
入
す
る
に
は
叛
服
常
な
ら
禰
笑
の
叩
癌
ら
ね
ば
蔵
ら
な
か
っ
た
．

３
張
家
剛
外
の
地
は
地
味
肥
沃
で
牧
馬
に
便
に
し
て
、
特
に
契
丹
僅
入
の
鮎
兵
黙
た
る
驚
総
油
も
在
る
。

４
契
丹
の
西
方
諾
遊
牧
民
族
と
の
交
渉
、
そ
れ
〈
の
催
入
に
も
便
利
で
あ
っ
た
事
。

等
が
揚
げ
ら
鯉
る
。
太
租
は
天
復
二
年
以
来
代
北
方
面
に
侵
入
し
、
盧
龍
の
巡
脇
山
後
地
方
を
掠
め
、
度
糞
劉
仁
恭
と
兵
を
交
え
、
‐
又
李
克
用

と
會
盟
し
て
仁
恭
に
術
え
、
黒
車
子
室
氷
も
天
耐
元
年
よ
り
即
位
三
年
に
至
る
數
同
の
攻
略
に
よ
っ
て
全
く
降
し
、
背
後
の
固
め
を
爲
す
と
共

に
交
通
路
侵
入
磯
の
安
全
を
計
っ
た
。
開
平
元
年
（
即
位
元
年
）
立
っ
た
劉
守
光
に
對
し
て
は
、
彼
の
援
兵
の
請
願
に
も
雁
ぜ
や
し
て
、
却
っ

て
其
の
混
乱
に
乗
じ
て
抄
略
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
遼
史
診
太
祀
紀
に
は
、

．
以
兵
四
十
萬
。
伐
河
束
．
河
（
代
）
北
。
攻
下
九
郡
。
獲
生
口
九
寓
五
千
馳
馬
牛
羊
不
可
勝
紀
。

と
あ
る
。
此
の
數
字
等
の
誇
張
で
あ
る
事
は
先
述
し
た
が
そ
れ
に
し
て
も
決
し
て
少
い
数
で
は
な
か
っ
た
。
同
書
に
綾
い
て
、

明
年
（
天
復
三
年
）
十
月
。
引
軍
略
至
薊
北
。
俘
獲
以
遠
。

（
天
曲
一
年
）
。
及
進
兵
蝦
仁
恭
。
抜
數
州
。
識
従
其
民
以
蹄
。

是
歳
（
即
位
一
ハ
年
）
。
以
兵
討
雨
冷
。
以
所
獲
价
崇
文
等
五
十
人
肺
爾
櫻
。
建
天
雄
寺
居
之
。

と
見
え
る
如
く
、
彼
の
侵
略
に
は
莫
大
な
漠
民
其
他
の
獲
得
が
伴
っ
て
居
た
。
「
汕
周
徳
威
攻
悶
幽
州
。
燕
之
軍
民
多
爲
所
遥
掠
」
（
薔
五
代

史
契
丹
傳
）
と
云
え
る
如
く
俘
獲
を
明
記
し
て
居
な
い
侵
入
に
も
多
か
弧
少
か
れ
掠
奪
が
行
わ
れ
て
居
た
事
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
掠
奪
と
共

に
軍
民
の
亡
叛
も
あ
っ
た
。
善
五
代
史
幸
一
契
丹
傳
に
は

劉
守
光
末
年
苛
惨
。
軍
土
亡
叛
皆
入
契
丹
。

と
記
し
て
居
る
如
く
、
守
光
末
年
の
苛
政
に
堪
え
か
ね
て
燕
の
耶
士
は
多
く
亡
叛
し
て
契
丹
に
入
っ
た
と
云
う
が
、
先
述
の
如
く
劉
守
奇
は
既

ｌ
ｏ
１
Ｌ
１
１
・
Ｉ

，
‐
４
１
‐
１
－
１
１
。
１
．
．
１
０
‐
、
‐
、
、
■
■
ｌ
‐
Ｉ
．
ｌ
‐
ｒ
‐
“
ｌ
‐
！
、
ｒ
‐
Ｌ
■
『
川
曲
，
‐
、
１
１
－
１
‐
１
－
１
‐
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
，

！

ノ

】



'

Ｊ

１

ｌ

に
開
平
元
年
平
州
よ
り
楡
關
を
越
え
其
衆
数
千
人
を
率
い
て
來
奔
し
、
太
組
の
二
十
一
功
臣
の
一
人
た
る
韓
延
徽
は
乾
化
二
年
頃
（
即
位
七
年
）

騒

契
丹
に
使
し
て
其
の
ま
ま
止
り
ｃ
貞
明
元
年
（
即
位
九
年
）
幽
州
の
軍
校
齊
行
本
、
其
族
・
部
曲
男
女
二
手
人
を
率
い
て
來
降
し
、
貞
明
二
年

篭

（
祁
世
兀
年
）
に
は
虚
國
用
來
降
し
、
貞
明
二
軍
（
祁
冊
二
年
）
に
は
庵
文
進
新
州
よ
り
來
奔
す
る
等
。
有
名
將
吏
の
亡
入
で
も
數
人
を
數
え

得
る
。
況
ん
や
無
名
車
民
の
亡
入
は
多
數
に
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
守
奇
・
行
本
は
間
も
無
く
中
國
に
飾
っ
た
が
、
そ
の
率
い
て
居
た
漢
民

の
止
っ
て
居
る
者
は
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
民
の
亡
叛
は
契
丹
体
に
は
守
光
の
末
年
と
し
て
居
る
が
、
守
奇
は
幽
州
の
悪
政
・
内
証
に
よ

っ
て
契
丹
に
奔
つ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
斯
る
す
う
勢
は
仁
恭
の
末
年
天
祓
三
、
四
年
頃
か
ら
生
じ
て
居
た
と
兇
る
を
得
よ
う
。
．
｜
｜

此
等
の
俘
獲
亡
叛
の
漢
人
は
、
或
は
戦
賞
と
し
て
各
部
軍
將
に
も
與
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
一
大
部
分
は
太
祀
自
身
太
組
一
族
の
手
中
に
蹄

し
た
に
違
い
な
い
・
遼
史
堆
二
地
理
志
が
東
京
道
・
龍
化
州
の
條
の

天
復
一
．
一
年
。
太
姐
爲
迭
烈
部
夷
離
韮
。
破
代
北
遷
其
民
。
建
城
居
之
。

と
あ
る
は
其
の
掠
奪
漢
人
の
鹿
澄
を
傳
え
た
記
事
で
あ
る
。
此
れ
が
現
在
傳
わ
る
契
丹
の
溌
初
の
徒
民
建
城
の
記
録
で
、
此
虚
に
吾
々
は
明
ら

蔦

か
に
太
祀
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
徒
民
政
策
の
萠
芽
を
見
る
事
が
出
来
る
。
而
し
て
斯
る
莫
大
な
俘
獲
漢
民
が
軍
に
龍
化
州
に
の
み
置

姓
泥

か
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
・
其
他
に
此
等
俘
民
を
遷
し
た
所
が
常
然
存
在
す
可
き
で
あ
る
。
俘
獲
漢
民
の
世
か
れ
た
場
所
と
し
て
先
つ
四
椴
が

あ
げ
ら
れ
る
。
東
櫻
は
詑
化
州
で
あ
る
が
、
西
椣
上
京
臨
淡
府
に
つ
い
て
は
先
に
鋸
げ
た
如
く
、
即
位
六
年
雨
治
を
討
っ
て
惜
崇
文
等
五
十
人

の
虚
笹
が
仰
え
ら
れ
、
南
櫻
た
る
．
氷
州
に
つ
い
て
は
、
遼
史
罎
二
地
理
志
・
中
京
道
の
條
に
、

〆

武
安
州
。
．
・
・
・
・
太
祀
俘
漢
民
居
木
葉
山
下
。
閃
建
城
以
遜
之
。
貌
杏
端
新
城
。

と
あ
る
。
漢
人
が
木
葉
山
（
永
州
に
在
り
）
下
に
徒
さ
れ
た
の
は
太
祀
の
何
時
の
域
か
不
明
で
あ
る
が
、
徒
民
政
策
が
柵
織
化
さ
れ
急
激
に
發

展
す
る
榊
冊
以
前
と
は
考
え
ら
妙
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
く
て
先
一
つ
遜
民
の
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
四
椣
で
あ
っ
た
と
の
想
像
は
許
さ
れ
よ

う
。
次
に
徒
民
の
地
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
宗
白
の
綴
迩
典
に
云
う
所
訓
漢
城
で
あ
る
。
此
の
地
は
常
時
の
太
姐
の
主
要
な
る
中
國
進
遥
路

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
園
と
の
關
係
八
七

’
1
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夕

契
丹
山
勃
與
期
に
於
け
る
中
園
と
の
剛
係
八
八

一

上
に
あ
る
と
側
時
に
又
師
還
路
に
糟
る
。
中
國
に
催
入
し
多
く
の
漢
民
を
俘
灌
し
た
太
覗
が
、
其
の
蹄
還
路
上
の
交
通
の
要
地
に
常
リ
、
而
も

地
味
の
肥
沃
な
此
の
地
に
漢
民
を
徒
し
雄
城
し
た
事
は
強
然
の
部
で
あ
る
。
此
の
洩
城
の
北
に
は
羊
城
が
在
っ
て
椛
場
武
易
場
と
な
っ
て
居

た
。
此
の
羊
城
が
鋲
東
海
ｎ
の
長
城
の
如
く
純
粋
の
防
禦
用
の
城
か
、
居
住
地
と
し
て
の
城
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
恐
ら
く
は
叩
方
兼
ね
た

も
の
で
あ
り
漢
人
の
住
居
地
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

次
に
熨
易
に
就
い
て
述
べ
る
。
掠
奪
と
共
に
遊
牧
民
族
の
主
要
な
富
蓄
積
の
手
段
と
な
る
も
の
は
証
易
で
あ
る
。
古
來
、
漢
・
遊
牧
雨
民
族

の
對
立
に
於
い
て
は
、
職
岡
状
態
に
在
る
時
（
多
く
は
遊
牧
民
の
侵
入
）
以
外
の
所
謂
和
平
の
状
態
で
は
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
朝
武
・
貿

易
が
行
わ
れ
る
の
が
杵
迩
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
契
丹
と
中
國
の
關
係
は
、
剛
州
の
場
合
は
天
祓
三
年
迄
契
洲
の
侵
入
縦
き
、
即
位
元
年
以

後
に
は
契
丹
の
抄
略
は
在
っ
て
も
幽
州
側
は
却
っ
て
求
援
の
使
者
を
逢
っ
て
居
る
程
で
あ
る
。
又
河
東
の
李
氏
は
、
天
祓
元
年
の
雲
中
の
會
盟

以
來
榊
冊
の
は
じ
め
迄
は
、
根
本
的
に
は
對
立
の
危
機
を
は
ら
ん
で
居
た
と
は
云
え
迷
外
無
事
で
あ
っ
た
。
契
丹
と
し
て
も
あ
た
か
も
内
部
混

飢
の
危
機
に
立
っ
て
居
た
時
で
あ
り
、
一
時
の
使
啼
は
致
し
方
な
い
と
し
て
も
、
外
敵
と
事
を
構
え
る
餘
裕
な
く
、
寧
ろ
平
和
的
手
段
た
る
交

易
に
よ
る
漢
人
・
漢
文
化
の
撚
取
を
望
ん
で
居
た
で
あ
ろ
う
。
果
し
て
遼
史
奄
太
覗
紀
に
、

三
年
（
即
位
）
五
川
叩
申
。
世
羊
城
子
炭
山
之
北
。
以
通
市
易
。

と
あ
り
、
川
推
“
確
六
食
貨
志
に
、

征
商
乙
法
。
川
自
太
瓶
。
世
羊
城
於
淡
山
北
。
起
樅
務
。
以
通
諸
道
市
易
。

と
あ
る
如
く
。
太
祁
は
即
位
三
年
五
卿
に
は
羊
城
を
炭
山
之
北
に
置
き
椎
場
蜜
易
を
司
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
羊
城
は
炭
山
の
北
、
宋
白
の
云

鮭
打

う
漠
城
の
西
北
に
常
一
名
契
丹
本
土
よ
り
中
國
に
通
歩
る
二
大
交
通
幹
線
の
一
つ
は
、
遼
の
首
都
臨
淡
か
ら
今
の
經
棚
、
元
の
上
郡
の
地
を

經
、
張
家
口
又
は
渦
石
口
を
通
っ
て
中
園
に
入
一
つ
交
通
路
で
あ
る
が
、
羊
城
は
其
の
線
上
の
要
衝
に
常
る
。
臨
淡
↓
上
郡
の
幹
遁
は
此
の
羊
城

附
近
で
張
家
口
路
と
獅
石
路
と
の
二
つ
に
分
れ
て
居
た
様
で
あ
る
。
更
に
西
方
に
在
る
浦
推
泊
は
契
丹
亜
中
國
侵
入
の
黙
兵
地
で
あ
っ
た
。
嬰

〆Ｉ
．

平

山
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す
る
に
羊
城
は
中
國
と
契
丹
と
を
結
ぶ
交
通
路
、
換
言
す
れ
ば
貿
易
路
、
漢
人
、
漢
文
化
の
流
入
口
の
要
地
で
あ
っ
た
。
此
の
地
は
遼
代
の
み

な
ら
ず
金
代
に
於
い
て
も
北
方
の
牧
畜
を
易
う
可
き
好
恰
の
椛
場
貿
易
場
と
な
っ
て
居
た
こ
と
は
や
金
史
酷
五
食
貨
志
・
椛
場
の
條
に
、

國
初
於
西
北
招
討
司
之
燕
子
城
之
間
。
嘗
澄
之
。
以
易
北
方
牧
畜
・

賭

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

羊
城
が
世
か
れ
た
の
は
、
即
位
二
軍
五
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
於
い
て
も
両
者
の
交
易
は
行
わ
れ
て
居
た
。
奮
五
代
史
峠
梁
紀
に
、

開
平
二
年
正
月
。
幽
州
劉
守
文
・
進
海
東
朧
鶴
群
馬
齪
闘
方
物
。

一

と
あ
る
。
此
の
守
光
が
後
梁
の
太
祀
に
奉
っ
た
海
束
脛
鵡
・
恭
馬
・
漣
闘
は
中
國
内
地
の
産
物
で
は
な
く
、
北
方
蕃
部
所
産
の
物
で
あ
る
か

ら
、
守
光
が
契
丹
（
其
他
の
蕃
族
）
か
ら
得
た
も
の
に
違
い
な
い
。
即
位
二
年
八
月
の
守
光
の
契
丹
へ
の
進
奉
に
見
る
如
き
使
節
の
往
來
も
あ

り
、
此
等
が
總
て
貿
易
に
よ
っ
て
得
た
も
の
と
限
ら
れ
が
、
即
位
三
年
以
前
に
於
け
る
契
丹
と
幽
州
と
の
交
易
關
係
を
推
測
せ
し
む
る
に
充
分

で
あ
る
。
從
っ
て
一
般
人
の
交
易
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
居
た
も
の
と
考
え
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
太
旭
は
椎
場
を
設
け
て
商
し
征

て
其
利
を
狐
占
し
、
又
そ
れ
を
磯
ん
に
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
醤
五
代
史
李
垂
劉
守
光
傳
に
、

大
燕
地
方
二
千
里
帯
甲
三
十
萬
。
束
有
魚
塩
之
饒
。
北
有
塞
馬
之
利
。
我
南
面
稻
帝
。
誰
如
我
何
。

と
て
、
劉
守
光
が
幽
州
に
躯
馬
之
利
あ
り
と
豪
語
し
た
の
は
斯
る
交
易
關
係
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
宋
白
の
云
う
洩
城
も
亦
貿
易
を
通
じ

て
見
る
時
大
き
な
存
在
意
義
を
有
す
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

｛
ハ

以
上
に
よ
っ
て
、
契
丹
勃
興
前
後
に
於
け
る
中
國
と
契
丹
と
の
關
係
、
洩
城
・
羊
城
の
成
立
、
存
在
意
義
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
が
、

要
す
る
に
、
太
祀
の
淡
城
・
羊
城
の
設
世
に
は
中
國
へ
の
佼
入
・
貿
易
路
の
鑛
鮎
を
抑
え
、
契
丹
勃
興
の
妓
大
要
素
た
る
漢
人
・
漢
文
化
の
獲

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
閥
係
八
九

， ‘i
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〆

錘
１
建
國
の
溌
話
に
論
及
き
れ
た
論
文
と
し
て
は
、
松
井
等
氏
「
契
丹
勃
興

史
」
（
滿
鮮
池
皿
歴
史
研
究
報
告
簾
一
Ⅱ
以
下
一
‐
滿
鮮
地
雁
」
と
略
す
）

箭
内
亘
氏
「
遼
代
の
漢
城
と
炭
山
」
（
蒙
古
史
研
究
所
収
）
。
稲
本
塘
吉

氏
「
遼
の
雄
図
年
代
に
就
い
て
」
（
史
潮
鏥
六
年
節
一
銭
）
「
稗
五
代
史

契
丹
仰
に
就
い
・
｝
」
」
（
東
洋
史
研
究
第
二
巷
節
一
雛
）
。
小
川
裕
人
氏

「
稲
本
榊
吉
氏
Ｄ
「
遼
の
雄
図
年
代
に
就
い
て
」
を
繊
む
」
（
東
洋
史
研

究
節
一
巻
鋪
五
雛
）
「
遼
の
延
國
に
就
い
て
」
（
東
洋
史
研
究
第
二
巻
第

三
雛
）
「
遼
室
君
主
椎
の
成
立
に
開
す
る
一
考
察
」
（
東
洋
史
研
究
錐
三

巻
節
五
・
六
號
錐
Ⅲ
巻
第
一
・
二
雛
）
ｏ
田
村
変
造
氏
「
遼
初
史
稗
疑
三

題
」
（
東
洋
史
研
究
第
三
巻
節
二
銃
）
脇
田
正
郎
氏
「
遼
の
部
族
制
度
に

就
い
て
」
（
歴
史
學
研
究
策
九
八
雛
）
。
等
が
あ
る
。
松
井
氏
（
箭
内
氏
）

は
新
五
代
史
以
下
に
記
る
掘
池
宙
飲
の
こ
と
は
測
飾
で
あ
る
と
し
て
退

け
、
他
の
事
件
は
信
じ
・
此
れ
迩
祁
班
元
年
の
前
年
の
事
件
と
さ
れ

る
ｏ
小
川
氏
は
八
部
大
人
誘
殺
事
件
は
太
祁
の
即
位
三
年
十
月
か
ら
四

年
七
月
迄
の
間
に
起
っ
た
事
件
で
、
遼
史
は
此
れ
を
抹
殺
し
た
と
き
れ

る
。
此
の
三
者
が
漢
城
を
膜
河
上
源
の
宋
白
の
云
う
漢
城
に
比
定
さ
れ

『
《
る
に
對
し
、
田
村
氏
は
．
漢
妓
即
ち
上
京
臨
祇
府
で
あ
る
と
さ
れ
、
更

、

に
「
や
が
て
九
年
の
問
に
八
部
を
併
合
し
、
つ
い
で
起
っ
た
迭
刺
部
内

同
族
の
叛
乱
を
も
錘
歴
し
て
…
…
」
、
と
の
見
解
を
示
さ
れ
、
島
田
氏
は

漢
城
に
つ
い
て
の
見
解
は
示
さ
れ
な
か
シ
た
が
、
「
八
部
長
鰹
殺
挙
件

の
、
歴
史
的
事
安
と
し
て
認
め
難
い
こ
と
は
改
め
て
い
ふ
ま
で
も
な
い

．
が
、
要
す
る
に
そ
れ
は
従
来
各
部
の
有
し
た
絶
大
な
椛
力
を
抑
制
し

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
闘
係

得
を
澗
占
せ
ん
と
す
る
明
瞭
な
る
企
図
と
伺
う
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

l
U

f

’
1

て
、
八
部
を
自
己
の
挙
中
に
收
め
る
に
至
シ
た
過
瀧
莚
、
．
説
話
的
に
測

色
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
」
と
さ
れ
て
居
る
。

２
註
１
の
諸
瞼
の
外
に
桃
從
吾
「
説
阿
保
機
時
代
的
漢
城
」
（
函
學
季
刊

五
の
一
）
が
お
る
。
漢
城
決
定
の
論
擦
と
た
っ
た
の
は
、
宋
白
の
紬
迩

典
の
「
阿
保
槻
居
漢
城
。
在
椴
州
西
北
五
百
五
十
里
。
城
北
有
詑
門

山
。
炭
山
西
是
契
丹
室
華
二
界
相
連
之
地
。
共
地
澱
河
上
源
。
西
有
擢

泊
之
利
。
則
後
魏
滑
斑
縣
也
」
、
の
氾
辨
と
も
新
五
代
史
以
下
に
見
え

る
駁
池
の
存
在
で
あ
る
。
錐
一
に
宋
白
が
漢
商
祀
変
鍛
の
岨
す
古
漢
城

を
麓
河
上
源
の
漢
城
と
断
定
し
た
の
が
的
確
で
あ
っ
た
か
否
か
、
第
二

に
漢
商
祁
笈
録
に
「
俄
設
策
復
併
諸
族
云
々
」
と
あ
る
の
が
新
五
代
史

に
は
「
謹
池
愈
飲
」
の
塞
件
と
な
っ
て
居
る
、
此
の
新
五
代
史
の
記
事

は
撰
者
の
作
爲
（
「
西
有
鯉
泊
之
利
」
と
「
設
策
云
々
」
と
に
よ
っ
て
作

，
爲
さ
れ
た
）
と
す
る
か
否
か
の
解
耗
何
如
に
よ
っ
て
異
説
を
生
じ
て
い

る
。

３
津
田
左
右
吉
氏
「
遼
の
制
度
の
二
或
概
系
」
（
滿
鮮
地
歴
第
五
）
。
田
村

変
造
氏
「
遼
代
に
於
け
る
徒
民
政
策
と
都
市
・
州
縣
制
の
成
立
」
（
浦

蒙
史
論
叢
錐
三
）
。
島
田
正
郎
氏
「
遼
の
頭
下
州
に
封
す
る
二
。
三
の

臆
測
」
（
歴
史
學
研
究
七
○
識
）
。
安
部
健
夫
氏
「
元
代
「
投
下
吟
の
語

源
考
」
（
東
洋
史
研
究
露
三
谷
第
六
銃
）
Ｕ
等
参
照

４
拙
稲
「
遼
初
史
里
三
の
問
題
に
つ
い
て
ｌ
太
祁
の
笑
輝
略
と
其
意
義

ｌ
」
（
西
日
本
史
學
第
六
輯
）
。

５
註
生
に
同
じ
℃

九
○

1
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６
蕗
唐
番
罐
一
牛
僧
嬬
傳
、
養
喧
辿
鑑
嘩
津
太
和
五
年
正
月
庚
申
の
催
参

照
○

７
賓
治
迩
鑑
華
一
天
復
二
一
年
末
・
考
異
に
〔
蒔
居
正
五
代
史
及
莊
宗
列
傳

皆
云
。
光
啓
中
守
光
禽
舎
利
王
子
。
獄
徳
以
亜
陥
賊
之
。
按
是
時
仁
恭

猫
末
得
幽
州
也
ｏ
今
從
蒔
史
蔽
翰
傅
及
王
腺
唐
餘
蜂
。
」
と
あ
る
。

８
養
治
趣
鑑
塗
一
に
は
乾
寧
叫
年
七
月
の
條
に
繋
ぐ
。

９
葡
五
代
史
奉
遥
劉
守
光
傳
ｏ
新
唐
香
逵
一
劉
仁
恭
傅
。
賛
治
迩
鑑
罐
一

開
平
元
年
三
月
の
條
参
照
。

抑
遼
史
韮
太
祀
紀
に
一
‐
九
月
（
天
祓
元
年
）
討
黒
車
子
室
永
。
唐
臓
施
軍

節
匪
劉
仁
恭
發
兵
欺
寓
遥
養
子
趙
滿
來
拒
。
細
至
武
州
。
大
祀
諜
知

之
。
伏
勁
兵
桃
山
下
。
遜
室
軍
人
牟
里
詐
稲
共
酋
畏
所
泄
約
覇
兵
會
平

原
。
既
至
。
閥
面
伏
發
檎
迩
戯
其
衆
。
：
．
；
。
（
明
年
裂
中
含
盟
吻
後
）

及
進
兵
撃
仁
恭
。
抜
数
州
。
識
徒
其
民
以
蹄
。
明
年
二
月
復
撃
劉
仁

恭
。
」
と
あ
る
ｏ

ｎ
松
井
等
氏
「
五
代
の
恒
に
於
け
必
契
丹
」
（
滿
鮮
地
歴
第
三
）
。
に
は
光

化
二
年
以
前
と
さ
れ
↓
、
小
川
氏
・
橘
本
氏
前
描
論
丈
に
は
天
祓
三
年
頭

と
さ
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。
此
の
㈲
の
事
件
と
同
一
率
件
な
仰
え
た
も

の
は
・
茜
五
代
史
確
九
蔽
翰
博
の
「
煎
翰
者
。
契
丹
諸
部
長
也
。
父
日

阿
巴
（
鉢
）
ｏ
劉
仁
恭
鋲
幽
州
。
阿
巴
曾
引
衆
遥
平
州
。
仁
恭
遮
驍
將

劉
雁
郎
與
共
子
守
光
率
五
百
騎
先
守
共
州
。
阿
巴
不
知
爲
郡
人
脈
論
。

因
赴
牛
酒
之
會
ｏ
爲
守
光
所
抽
。
奨
丹
認
賦
之
。
仁
恭
許
共
誌
。
雰
蹄

Ｊ
ｐ

阿
巴
。
妹
爲
喪
巴
堅
妻
。
則
契
丹
主
徳
光
之
母
也
。
」
又
暦
畭
蜂
の
（
迩

鑑
防
引
）
「
乾
寧
中
劉
仁
恭
鋲
陶
州
。
保
機
入
竃
。
仁
恭
抽
共
妻
兄
述

律
阿
鉢
。
由
比
十
除
年
不
能
犯
塞
下
」
の
一
弓
で
あ
る
や
更
に
遼
史
に
ょ

契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
園
と
の
脇
係

’

■
Ⅱ
０
４
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
１
■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
１
１
１
１
日
■
■
■
■
１
１
１
ｌ
ｌ
４
ｊ
ｌ
ｌ
０
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１
４
５
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気

の

れ
ば
諏
翰
の
父
は
蒲
敵
魯
で
あ
る
か
ら
、
愛
里
王
子
Ⅱ
述
律
阿
鉢
Ｉ
蒲

敵
魯
は
同
一
人
と
な
る
○
次
に
遼
史
に
は
敵
魯
に
開
し
て
は
此
の
平
州

事
件
の
事
は
全
営
見
え
な
い
が
・
遼
史
率
七
蘓
敵
魯
博
に
「
五
世
祀
日

胡
母
里
。
遙
縦
氏
時
嘗
使
唐
。
唐
留
之
幽
州
。
一
夕
折
開
通
歸
國
。
由

是
世
爲
決
献
官
。
」
と
あ
る
。
更
に
遼
・
簗
嘩
七
韓
知
古
傳
に
「
韓
知
古
…

も

：
．
太
加
平
薊
時
知
古
六
才
。
爲
淳
鍬
皇
后
兄
欲
穏
所
得
。
后
來
蟻
。
知

古
從
焉
。
」
と
あ
り
、
知
古
は
既
に
即
位
三
年
に
は
沌
化
州
大
廣
寺
に
碑

、

な
建
て
功
徳
を
記
し
て
居
る
。
此
等
の
記
事
を
其
ま
ま
信
ず
る
わ
け
で

■

は
た
い
が
や
蒲
氏
は
早
く
か
ら
漢
人
と
深
い
關
係
な
持
っ
て
い
た
の
で

．
は
た
い
か
と
の
暗
示
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
。

皿
註
、
参
照
。

鵡
費
治
迩
鑑
罐
乍
乾
化
二
年
正
月
の
催
参
照
。

魁
松
井
氏
「
五
代
の
世
に
於
け
る
契
丹
」
。

猫
拙
柚
「
遼
初
史
竺
三
の
問
題
に
つ
そ
１
大
刺
の
巽
經
略
と
共
意

義
Ｉ
」
参
照
。

沁
養
治
孤
罐
罐
に
乾
化
三
年
三
月
乙
丑
の
作
に
墨
脚
將
劉
光
溶
克
古
北
口
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
契
丹
承
の
入
撰
路
或
は
燕
人
の
亡
命
路
を
絶
た
ん
と

す
る
作
戦
と
見
ら
れ
る
。

ｗ
安
治
迩
鑑
稚
仁
貞
明
二
年
十
二
月
の
催
に
同
様
の
把
鞭
あ
り
。

焔
遼
史
罐
二
地
理
志
・
東
京
蓮
・
祁
州
の
條
に
「
越
王
城
・
太
祁
伯
父
子

越
王
述
魯
ｏ
西
伐
然
頂
吐
椰
○
俘
其
民
放
牧
於
此
ｏ
因
述
城
○
在
州
東

南
二
十
里
。
戸
一
千
。
」
と
幸
曾
③
。
此
の
妃
事
に
就
い
て
は
厳
密
な
批
邦

な
必
亜
と
し
、
今
此
虚
で
ふ
れ
る
紙
数
は
な
い
海
要
す
る
に
天
復
以

前
に
於
け
る
契
丹
の
河
東
方
面
便
出
記
暗
示
す
る
も
の
と
脳
洲
す
る
。

九
一
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‐
契
丹
の
勃
興
期
に
於
け
る
中
國
と
の
閥
係

田
村
氏
「
遼
初
史
稗
疑
三
題
」
。

黒
車
子
室
準
の
住
域
に
就
い
て
は
「
突
厭
の
復
興
に
就
い
て
」
（
岩
佐

精
一
郎
迩
稲
所
載
）
に
よ
る
。

松
井
氏
「
契
丹
勃
興
史
」
。
津
田
氏
「
透
の
制
凌
の
二
永
髄
系
」
。
小
川

裕
人
氏
「
遥
篭
氏
傅
説
成
立
に
開
す
る
史
的
考
察
」
（
浦
蒙
史
論
鎖
第

三
）
。
参
照
。

天
茄
元
年
説
Ⅱ
新
唐
番
毛
に
沙
陀
傳
。
天
祓
二
年
溌
Ⅱ
唐
太
祁
紀
年
鎌

（
迩
鑑
塗
一
考
異
所
引
）
・
蒜
五
代
史
罐
一
式
皇
紀
・
新
五
代
史
嘩
唐

紀
本
紀
・
遜
史
奄
太
祀
紀
。
天
祓
四
年
説
Ⅱ
燕
五
代
史
垂
↑
契
丹
博
・

莊
宗
列
傅
（
邇
鑑
錘
一
考
異
所
引
）
・
邇
鑑
繼
一
開
平
元
年
五
月
の
條
・

小
川
氏
「
遼
の
建
國
年
代
に
つ
い
て
」

松
井
氏
「
五
代
の
世
に
於
け
る
契
丹
」

稗
五
代
史
罐
一
武
皇
紀
ド
○
新
唐
香
韮
に
沙
陀
偲
。
蚕
治
迩
鑑
埜
一
天

復
二
年
三
月
の
條
。

賛
治
迦
鑑
稚
に
乾
化
元
年
六
月
の
條
○

契
丹
の
祁
珊
建
元
の
事
変
に
就
い
て
は
疑
問
も
あ
る
様
で
あ
る
が
、
遼

史
其
他
の
紳
冊
建
元
の
事
変
は
認
む
可
き
で
あ
る
。

註
血
及
び
鵡
参
照
。

日
野
先
生
「
五
代
の
馬
政
と
當
時
の
馬
斑
易
」
（
東
洋
學
報
二
九
巻
第

一
・
二
・
三
・
四
號
）
参
照
○
』

費
治
迩
罐
罐
拒
貞
明
三
年
二
月
の
條
に
、
「
初
幽
州
北
七
百
里
有
溌
鮒
。

〆

…
…
毎
歳
早
謹
清
野
堅
壁
以
待
契
丹
○
契
丹
至
刺
閉
壁
不
戦
。
・
俟
共
去

選
驍
勇
搬
駐
遼
之
。
契
丹
常
失
利
走
。
：
。
…
由
是
契
丹
不
敢
輕
入
定
・

及
周
徳
威
爲
嘘
詑
節
度
使
。
侍
勇
不
修
邊
備
。
逢
失
溌
關
之
欧
。
契
丹

１
１■

」
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℃
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九
二

毎
劉
牧
於
管
・
平
之
間
。
」
と
あ
り
、
同
書
同
條
所
引
の
全
廃
節
要
に
は

「
此
数
開
（
古
北
口
・
松
亭
闘
・
漁
闘
）
皆
天
迭
地
殻
。
以
分
藩
漢
之
限

・
一
夫
守
之
可
以
営
百
。
」
と
あ
る
。

拙
稿
前
掲
論
文
参
照
。

遼
史
唾
ョ
兵
衛
志
参
照
。
・
い

迩
鑑
罐
準
貞
明
二
年
十
二
月
。
契
丹
國
志
老
述
律
里
后
仰
。
松
井
氏

「
五
代
の
世
に
於
け
る
契
丹
」
参
照
。

齊
行
本
・
臓
國
川
に
つ
い
て
は
遼
史
韮
太
祁
紀
即
位
九
年
。
臓
丈
錐
に

つ
い
て
は
遼
史
韮
太
祀
紀
。
迩
鑑
罐
仁
貞
明
三
年
二
月
ｏ
哲
五
代
史
確

九
鹿
丈
迩
傳
。
契
丹
國
志
臓
丈
進
縛
等
参
照
。

徒
民
政
策
に
つ
い
て
は
田
村
変
造
氏
「
遼
の
徒
民
政
錐
と
都
市
州
縣
制

の
成
立
」
」
。
鳥
田
正
郎
氏
「
遼
の
徒
民
政
策
に
就
い
て
の
一
私
見
」
（

史
學
雑
誌
第
五
十
三
編
節
二
雛
）
。
小
川
氏
「
遼
室
君
主
機
確
立
に
つ
い

て
の
一
考
察
」
等
参
照
Ｏ

拙
稿
「
遼
初
史
里
三
の
問
題
に
っ
墜
」
ｌ
太
祀
の
阿
襖
ｌ
」
（
東

洋
史
學
節
三
韓
）
参
照
。

交
通
路
に
つ
い
て
は
諺
松
井
氏
「
宋
對
契
丹
の
職
略
地
邪
」
（
滿
鮮
地
歴

第
四
）
。
田
村
氏
「
遼
宋
の
交
通
と
遼
國
内
に
於
け
る
経
済
的
發
逹
」
（
浦
‐

蕊
史
論
強
節
一
己
に
よ
る
。

夕

箭
内
互
氏
「
遼
代
の
漢
城
と
炭
山
」
。

賜
田
正
郎
氏
は
「
遼
代
肚
含
史
研
究
」
の
中
で
雄
図
説
話
・
漢
城
・
祁

班
建
元
等
の
問
題
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
、
従
来
の
論
争
に
一
應
の
解
決

を
與
え
ら
れ
て
い
る
様
で
あ
る

、

a
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Relationbetween逓ｵ”契丹intheRisingPeriodandChina

--EspeciallyonHtZ〃C"@"g瀧城一

ByK.Hirashima 、

StUdyingtherelationbetweenKﾂｫ"andChinabeforeandafter the

riSeofKﾂｵ"(A.D. 841-916),wefindthefoilowingfacts:1.Tillabout

thetimeof"z"ZgC"'＃光群(A.D. 885),Xmz2broughtthetribUtes to

Chinaonly9everaltimes. 2.Tillabout thefirstyearofT'jg72-Rz天復

(A.D. 901),evenif磁ｵajmadeseveral invasi()nsintoYo"-C"zz幽州，

theyweredefeatedbyL"劉C〃e"-""-S"/Zq/Yo"-C"0〃雌l州節度使．

Tinthis time, tlleinfluxofHz7zitwzsandHtz"civilization intoKMzi,

whichwasagreatfactorof theriseof逓＃"is scarcelyfound. 3.

However,afterthesecondyearofT'fe72-F"inT'"z&K〃α/, changing

theirwayj invaded麺ﾌ･Tz"29河束direction,plunderedHz""zs, .beasts,

treasures,andaccepted""""72swhoexiledthemselvesonaccountof

wax･s.Theysetup, too,asortofcustomhouse(椎場)andtradedwith

China・ItisY""gC"'Zg羊城or』丑z"-C""g漢城thatA-P"0-c〃阿保機，

theunifieroftheraceofKMzfandthetounderofL"0"Empire,establi-

shedat the importantpositionon this invasive, coInmunicativeand

tradingroute..ThisChengwasaburghforlivingofHtz"""saswenas

acastlefordefendingandwatching,andthereforelthinkthatitplayed

agreatr61einthefoundingoftheEmpirebyA-JｾzO.C".
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